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㗔ၞ ࿁ᢙ ౝ⸶ ਥ䈭ౝኈ ࿁ᢙ ౝ⸶ ਥ䈭ౝኈ
ᅢ䉁䈚䈇
䈖䈫
19 䋸 䊶 ห⢩䈱䈖䈫䉕⠨䈋䈩䈱ჿ䈎䈔 䋨ห⢩䈱
䈍᳇䈮౉䉍䈱䊁䊧䊎䈏౉䉎䈫䈐䈭䈬䋩䇯
㪉㪌 12 䊶 ห⢩䈱䈖䈫䉕⠨䈋䈩䈱ჿ䈎䈔䉇⹤䈚䈎䈔
䋨ห⢩䈱䈍᳇䈮౉䉍䈱䊁䊧䊎䈏౉䉎䈫䈐
䈭䈬䋩䇯
䋴 䊶 ห⢩䈱ઍ䉒䉍䈮૗䈎䉕䈜䉎 䋨䉭䊷䊛䉕
ల㔚䈜䉎䈭䈬䋩䇯
䋴 䊶 ห⢩䈱ઍ䉒䉍䈮૗䈎䉕䈜䉎 䋨䈪䈐䈭䈇
䉭䊷䊛䉕ઍ䉒䉍䈮䈜䉎䈭䈬䋩䇯
䋳 䊶 ৻✜䈮ㆆ䈹䇮⇐቞⇟䉕䈜䉎 䋨৻✜䈮䉭䊷
䊛䉕䈜䉎䈭䈬䋩䇯
䋳 䊶 ห⢩䈮૗䈎䉕⼑䉎䇮 ੤ᦧ䈜䉎 䋨䉭䊷䊛
䉕੤ᦧ䈜䉎䋩䇯
䋳 䊶 ห⢩䉕ബ䉁䈚䈢䉍䇮 ᗵ⻢䉕䈜䉎䇯 䋳 䊶 ৻✜䈮ㆆ䈹䇮 ኢ䉎䇯












30 12 䊶 Ა䉎䇮 な䉎䈭䈬䈱᥸ജ䇯 28 㪈㪌 䊶 䊋䉦䈭䈬䈱᥸⸒䇯
11 䊶 䊋䉦䈭䈬䈱᥸⸒䇯 䋹 䊶 な䉍䉁䈰䇯
䋴 䊶 ㇎㝷䉕䈜䉎䇯 䋲 䊶 ㇎㝷⠪ᛒ䈇䈜䉎䇯





















































䊶 ᥸䉏䈭䈎䈦䈢䈫䈐䈲 䇸䈋䉌䈎䈦䈢䈰䇹 䈫ⶋ䉄䈢䉍䉅䈚䈩䈇䉎䇯
表 7　Ｂ母から見た、Ｂ児の家庭における行動
੐೨䇭ⴕേⷰኤ ੐ᓟ䇭ⴕേⷰኤ
㗔ၞ ࿁ᢙ ౝ⸶ ਥ䈭ౝኈ ࿁ᢙ ౝ⸶ ਥ䈭ౝኈ
ᅢ䉁䈚䈇
䈖䈫
18 䋹 䊶 ৻✜䈮䌄䌖䌄㐓⾨䇮 ㆆ䈹䇯 14 13 䊶 ห⢩䈫৻✜䈮䌔䌖 䋨䌄䌖䌄䋩 䉕⷗䈢䉍䇮 ᄖ
䈪ㆆ䈹䇯







10 䋶 䊶 ห⢩䈱⸒േ䈮ኻ䈚䈩䇸䈉䉎䈘䈇䇹䇸䉇䉄䉐䇹
䈫ᔶ䉎䇯
12 䋵 䊶 ห⢩䈱⸒േ䈮ኻ䈚䈩 䇸䉇䉄䉐䇹 䈫ᔶ䉎䇯
䋲 䊶 ኻ⽎ఽ䈱ᅢ䈐䈭䉅䈱䉕䈓䈤䉆䈓䈤䉆䈮䈘
䉏䈩ᔶ䉎䇯
䋳 䊶 䇸䈬䈉䈞Ⴖ䈪᥸䉏䉎䉖䈣䉐䈉䇹 䈫ห⢩䈮
⸒䈉䇯
䋲 䊶 ห⢩䈱⾰໧䈮㕙ୟ䈒䈘䈠䈉䈮╵䈋䉎䇯 䋳 䊶 ห⢩䈮䈭䉖䈪䉅㗬䉖䈪䉇䉌䈞䉎䇯





䊶 ห⢩䈏 䇸௢䉅෹㆐䈾䈚䈇䇹 䈫⸒䈦䈢䈖䈫䉇䇮 ᔓ䉏‛䉕䈚䈢






































㗔ၞ ࿁ᢙ ౝ⸶ ਥ䈭ౝኈ ࿁ᢙ ౝ⸶ ਥ䈭ౝኈ
ᅢ䉁䈚䈇
䈖䈫
17 䋷 䊶 ৻✜䈮ㆆ䈹 䋨䊃䊤䊮䊒䈭䈬䋩䇯 11 䋳 䊶 ৻✜䈮ㆆ䈹 䋨䊃䊤䊮䊒䋩䇯
䋴 䊶 ห⢩䈫ળ⹤䉕䈜䉎䇯 䋲 䊶 ห⢩䈱䈖䈫䉕䉁䈝䈲ุቯ䈞䈝䈮ⶋ䉄䇮
䈠䈱ᓟ㆑䈉ឭ᩺䉕䈜䉎䇯
䋳 䊶 ห⢩䈱䈪䈐䈢䈖䈫䉕ⶋ䉄䉎䇯 䋲 䊶 ห⢩䈏䈪䈐䈢䈖䈫䉕ⶋ䉄䉎䇯
䋲 䊶 ⸒⪲䉕ㆬ䈶ಽ䈎䉍䉇䈜䈒⹤䈜䇯






䋸 䋳 䊶 ห⢩䈏ㆆ䈶䊦䊷䊦䉕ℂ⸃䈪䈐䈭䈒䈩䊃䊤
䊑䊦䈮䈭䉎䇯






䋱 䊶 䇸ห⢩䈳䈦䈎䉍⾈䈦䈩䉅䉌䈦䈩䈇䈇䈭䇹 䈫
䈇䈉⊒⸒䉕䈚䈢䇯
䋱 䊶 ห⢩䉕ήⷞ䈜䉎䇯 䋱 䊶 㪚ఽ䈏䉟䊮䊐䊦䉣䊮䉱䈮䈎䈎䉍䇮 ห⢩䉁
䈪ㅅᖺ䉕䈎䈔䈩䈚䉁䈦䈢䈖䈫䈮ኻ䈚䈩↳
䈚⸶䈭䈇᭽ሶ䇯
䋱 䊶 ห⢩䈱㗎ᒛ䈦䈩䈇䉎ᆫ䉕⷗䈩 䇸䉻䉰䈇䇹
䈫⸒䈉䇯


















































㗔ၞ ࿁ᢙ ౝ⸶ ਥ䈭ౝኈ ࿁ᢙ ౝ⸶ ਥ䈭ౝኈ
ᅢ䉁䈚䈇
䈖䈫
㪍㪊 29 䊶 ㆆ䈶䊦䊷䊦䉇▰䈱ᜬ䈤ᣇ䈭䈬䉕ᢎ䈋䉎䇯 43 18 䊶 ৻✜䈮㊒䉍䉇䉭䊷䊛䇮䊏䉝䊉䈭䈬䈪ㆆ䈹䇯












䋷 䋵 䊶 ห⢩䈏ᄢ䈐䈭ჿ䉕಴䈜䈫䇸䈉䉎䈘䈇䇹䇸䈅䈦
䈤䈮ⴕ䈔䇹 䈫䈇䈉䇯
























㗡䈗䈭䈚䈮ᔶ䉎 䋨ᵈᗧ䈜䉎䋩 䈖䈫䈏ዋ䈭䈒䈭䈦䈢䇯 ห⢩





































⾰໧ౝኈ 䌁Უ 䌂Უ 䌃Უ 䌄Უ














































ᡰេ䊒䊨䉫䊤䊛䉕䈜䉎䈖䈫䈲ኻ⽎ఽ䈮䈫䈦䈩ᓎ┙䈧䈖䈫䈣 ᕁ䈉 ᕁ䈉 ᕁ䈉 ᕁ䈉
































































































































































事前の 63 個から 43 個へと減少した。しかしその内
容が、事前調査では同胞に何かを教えてあげる、一緒
に練習するという援助者としての行動が大多数を占め
ていたものが、事後評価では一緒に遊ぶ様子が新たに
加わり、その回数が最も多くなっている。また、Ｄ母は、
本プログラム終了後、Ｄ児が、同胞に対して細かいこ
とで立腹しなくなったことや言い回しに配慮が見られ
るようになったことを報告し、「心の成長が見られた。
同胞に対しても対応がよくなった。」と評価している。
満足度調査でも、同胞へかかわり方が変わったかとい
う問いに対し、少しそう思うと回答している。このこ
とから、Ｄ母は、Ｄ児が同胞の特質を理解し、それに
合わせて柔軟に対応しながら一緒に遊べるようになっ
た様子に気付き、このようなかかわり方の質的変化を
肯定的に評価していることが分かる。
　しかし、一方でＤ母はプログラム後に新たな葛藤を
感じ始めている。それは、以前、同胞について障害者
ではないと言っていたＤ児が、同胞の障害について学
んだ結果、同胞への態度やかかわり方が変わったこと
を、同胞が障害者だから仕方がないと考え、障害のな
い自分と比較して思い上がっているように感じられる
ことである。プログラムに対する不満に関しても「Ｄ
児がどこからが障害者で、どこから障害者でないかと
－53－
いう境界線が理解できないままである」と挙げている。
このことは、Ｄ母の障害観と同胞の特質の受容とのジ
レンマを反映していると推察される。本プログラムが、
Ｄ児が自分の体験をベースにしながら、同胞の特質と
しての障害理解を促進することを意図したものであっ
たにもかかわらず、Ｄ母にとっては、一般的な障害者
観を同胞にあてはめるものであったと感じられたよう
である。よって、満足度調査でも全体の満足度を問わ
れ、どちらともいえないと答え、特に勉強タイムの効
果についても同様に回答している。
　また、Ｄ母は、本プログラム終了後、Ｄ児との親子
関係において、無駄ないい争いがぐんと減ったと報告
し、さらに自分自身の変化として、Ｄ児が協力者とし
て母の助けになるようになることによって、同胞にし
か行き届かなかった自分の目線が、Ｄ児にも行き届く
ようになったと述べている。Ｄ児自身のＤ母に対する
かかわりの変容がＤ母のかかわり方を変えたという認
識であるが、Ｄ児は第 4 回のセッション以降、筆者
らや他の対象児らに、それまで訴えていた不公平感に
代わり、同胞優先だった母親が自分を優先してくれる
ようになったと報告しており、本プログラムの参加が、
親子の双方にかかわり方の変化をもたらすきっかけと
なったようである。
2　対象者の評価に見る本プログラムの効果と課題
（1）対象者の変容に見る効果と課題
　当初対象となった母親はいずれも、対象児に対し独
自のきょうだいとしての理想像をもっており、それを
実現する方法としてきょうだい支援プログラムに期待
していたと考えられた。その時点では、支援されるの
は、対象児のみであるという意識であったと考えられ
る。しかし、実際には、本プログラムの参加により、
対象児らは、対象者の思い通りの姿になったのではな
く、対象児ら自身の同胞に対する発見と理解に基づい
て、新しい同胞とのかかわり方を作りだそうとする自
発的な変容を遂げた。そして、対象者自身も自らの変
容を自覚することとなった。本プログラムでは、直接
対象者への子育てに関する教育的な支援は実施してい
ない。しかし、対象者たちは、本プログラムに参加す
る対象児らの姿を見ることで、対象児を中心に自分の
子育ての仕方を見直さざるを得なくなり、対象児らの
自発的な変容を体験する過程で、相互作用として自ら
の対象者への接し方を変えていったと考えられる。こ
のように、きょうだいのための教育的支援プログラム
は、きょうだい自身の変容を促す過程で、母親のきょ
うだいに対する子育て意識を高め、かかわりを促進す
ることにつながることが示唆された。しかし、接し方
が変わっても「きょうだい」であることに対する理想
像はそのままであったことが確認され、本プログラム
はきょうだいの視点に立った根本的な子育て観の変化
をもたらすまでには至らなかった。今後、保護者への
直接的なアプローチを含むプログラムの検討を進める
必要があろう。
（2）対象者の対象児への評価に見る成果と課題
　対象者らは、いずれも本プログラム実施後の対象児
の変容を肯定的に評価し、その変容が本プログラムに
含まれたいくつかの要素によってもたらされたと判断
している。特に報告には、対象者から見て問題と感じ
られていた行動が低減したことだけでなく、対象児ら
が自ら同胞とのかかわり方を質的に変化させたことに
ついて、具体的に述べられている。本プログラムは、
対象児らのニーズ調査に基づきその内容を精選して作
成し、同胞の特質の理解学習とそれに基づく対象児ら
自身による対応方法の検討を繰り返し組み込んだ。こ
のような取り組みの成果が、対象者の視点からとらえ
た対象児の変容につながったものと思われる。
　さらに、本プログラムでは、自由な雑談をするだけ
でなく、少人数のグループで対象児らが一つのテーマ
で充分話し合う時間を確保するように展開した。その
ため、対象者が評価しているように、同じ立場の者同
士、気持ちを共感し合う関係ができ、その中で自分の
考えを自由に口にする体験を保障することができた。
対象者らは当初より、本プログラムに参加すること
で、対象児らに共感し合える仲間ができ、ストレス解
消や心理的なサポート効果が得られることを期待して
おり、このようなプログラムの展開方法は、対象者ら
の期待に応える成果を上げることができることにつな
がった。しかしながら、本プログラムのテーマは、同
胞の特質の理解と対応方法の検討に焦点化されていた
ため、対象児らが現実の生活で直面する多くの課題へ
のアプローチは不十分であった。本研究で開発した
パッケージとしての教育的支援プログラムでは、それ
ぞれのきょうだいが随時、個別に直面する多様な課題
を解決するには限界がある。個に応じたフォローアッ
プ体制との組み合わせによる実施が求められる。
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